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Although manuals contain valuable knowledge of things, they are not well utilized. Typical manuals for nursing care, for 
example, mainly focus on the order of the care steps, not the goal of each step. Some manuals for electrical appliances consist 
of more than one thousand pages, by which users are knocked out by their volume. The authors are developing a framework 
to support re-organization of the manuals for the users each of which has different purpose and ability for using the manuals. 
Here we propose ontology-based hierarchical modeling method, CHARM (Convincing Human Action Rationalized Model). 
Simulation training has become increasingly popular in healthcare. We developed a framework which applies CHARM to 
pre-learning and reflection phase in simulation training. Although CHARM is a goal-oriented model, our framework enables 
transformation of the model from goal-oriented viewpoint to sequence-oriented one, both of which are important to learn 
nursing care through the simulation. We are looking for other domains for different applications. 

1. はじめに 
一般に組織の業務マニュアルや工業製品に添付される分厚

い説明書には，組織における行動規範や機械の操作方法だけ

でなく，無形のノウハウや想定リスクなど有用な知識が蓄積され

ている．しかし一般に，それらは非常に読みにくく十分活用され

ていない． 
例えば病院では，医療ガイドラインと呼ばれる文書が医療従

事者の行動の規範として管理されており，看護の手順，予期さ

れるリスク，同じ状況で選択可能な医療行為の適用条件などが

まとめられており，新人看護師の教育にも活用されている．しか

し，医療手順が確実に実施されることに主眼をおいているため

に少数の典型的な手順を中心として書かれている．実際の医療

現場では適用可能な様々の手順からリスクを回避しつつ最適な

ものを選ぶことが求められており，それらを体系的に学ぶことが

必要であるが，現状のマニュアルではその支援は難しい． 
こうしたマニュアルを構造化し，いくつかの情報を加えること

で，マニュアルを高度な教育用途に用いることが出来る．筆者ら

は，人の行動を，その目的の観点から構造化し体系的に表現

するためのモデル記述方式として CHARM を提案してきた[西
村 12][Nishimura13]．大阪厚生年金病院の看護師の監修のも

と，CHARM による看護マニュアルの構造化を行い，同病院

ICU における新人看護師の研修に適用してきた． 
また，CHARM を閲覧し，看護手順に関する体系的知識の学

びを支援するためのインタフェースとして CHARM Pad の開発

を進めてきたが[笹嶋 12]，従来の書籍による学び，CHARM の

手順中心の学びと目的志向の学びとを継ぎ目なく切り替えなが

ら学べるような形に改良を進めた．本稿では，マニュアルを構造

化して様々な知識を抽出し教育に活用することを目的とする取

り組みについて，実際の病院における実践を交えて紹介する． 

2. CHARM によるマニュアル構造化 
筆者らは，目的に基づいて行為を構造化することで行為の目

的を明示化し，それを行為実行の根拠として知識閲覧者に提

示する知識記述方式 CHARM についての研究を行ってきた

[西村 12][Nishimura13]．CHARM は行為を実行する根拠，複

数手法からの手順選択理由，実行に伴うリスクなどを含めて表

現するモデルである．実際の看護マニュアルから構築した気道

確保の手順に関する CHARM の一部を図 1 に示す． 
図 1 の CHARM では「気道確保する」という医療行為を気道

が閉じた状態から開いた状態への状態変化であると捉え，その

目的を「空気の通り道を存在させる」という楕円ノードで表現して

いる．楕円ノードの上の長方形ノードはそれを実行する主体を

表している．行為は医療従事者にとって馴染みの深い語彙を用

いて表現しているが，システム内部では形式的に意味が定義さ

れた約 90 語の機能語彙を用いており，計算機が解釈可能であ

る．気道確保する行為を達成するための方式としては気管切開

法と気管挿管方式があり，それらは正方形ノードで表されている．

それぞれ人間の気管を切開して気道確保する方式と，人工の

管を気管に通して気道確保する方式をそれぞれ概念化したも

のであり，OR の関係，すなわち，どちらでも「空気の通り道を存
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図 1.気道確保 CHARM の一部 
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在させる(気道確保する)」目的を達成できることを表している．

気管挿管方式では，目的となる行為を「口から肺の軸を真直ぐ

にする」行為と「人工気道を傷病者に挿入する」行為と「人工気

道を固定する」行為の三つの行為に分解している．これらは

AND の関係にあり，順番に実行することで上に書かれた「気道

確保する」行為が達成されることを表している．すなわち，

CHARM では行為の系列の上に書かれた行為が目的であるこ

とが明示化される． 
図中には現われていないが，CHARM では医療従事者にと

って起こることが望ましくない不具合も表現できる．例えば，気

管挿管方式を選択したことで「気管と気管チューブの間に隙間

が出来る」，「異物が気管に入ってしまう」という不具合が発生す

る過程や，この不具合は「カフによって隙間を埋める」行為によ

って防止できるといったような防止策との関係も記述できる． 
このように，CHARM を用いて行為を構造化することで，目的

や起こりうる不具合との関連性が明確になり，目的を達成するた

めの方式の一覧性を高めることが出来る．この CHARM によっ

て，何のために行為を実行するのかを意識させ，状況に合わせ

た適切な方式を選択するための基礎知識の学習を支援するこ

とが期待できる． 

3. CHARM を用いた看護師教育支援の取り組み 

3.1 CHARM を用いた看護師研修の実践に向けて 
一般的に，模擬的に動作を行って学習し，自分の学習した内

容について振り返りを行い，その知識を定着させるという方法が

効果的であることが知られている[深澤 11]．看護行為の学習も

例外ではなく，CHARM は振り返り学習の支援も意図している．  
シミュレーション研修時には順序に強く注目して学習対象と

なる知識を認識している．そして，それを撮影した動画を用いた

振り返りにおいてもそのように順序に注目した振り返りになりが

ちであることが考えられる．しかし，そのような順序指向での振り

返りでは研修時と同じ視点からの追体験になってしまう可能性

がある．研修時の動画はそのときの自分の行動を振り返るため

の貴重な資料であるため，研修時と同じ視点から振り返るだけ

ではなく，別の視点からも振り返ることが学習効果の向上に寄与

すると考えられる．そして，状況に応じて適切な看護を行うため

には，行動の根拠を含めてその状況での体験を振り返ることが

効果的であると考えた． 
一方で，CHARM は順序ではなく各行為の目的を指向して

知識を構造化している．そのため，CHARM 中の各行為にはそ

れが何のために実行されるのかという目的が結びついている．

各行為にシミュレーション研修時に撮影した動画を対応づける

ことで，動画も目的というコンテキストを持つことができる．すなわ

ち，CHARM に対応づいた動画を参照することで，研修時に行

った自分の行動をどのような目的やその場の状況の下で行って

いたのかという行動の根拠を含めて再確認することができる． 
また，CHARM には代替手法や起こりうる不具合を明示化し

ているという特徴も備えている．シミュレーション研修では基本

的には一通りの手法しか経験することができない．振り返り時に

CHARM を用いることで，自分が実行した手法以外の手法があ

ることを学習したり，シミュレーション時には起らなかった不具合

が実際には起こっていたかもしれないといったことを学習したり

することができる．また，方式に記述された適用条件を参照する

ことで，シミュレーション研修時に選択した方式が適切であった

かの検討も研修後に時間をかけて行うことができる．研修時に

は望ましくない不具合事象には遭遇しなかったとしても実際の

現場では起こることがある．CHARM には起りうる不具合が予め

記述してあるため，振り返り動画で研修を振り返りながら，このと

きにこのような不具合が起きていたかもしれないといったことを

自分の経験と照らし合わせながら学ぶことができる．不具合に

対する対処法や防止法についても併記しているので，不具合と

組みにして学んだり，研修時に自分が防止法を適切に行えて

いたかを確認したりすることができる． 

3.2 CHARM Pad:看護師研修支援のためのインタフェ
ースデザイン 

CHARM Pad は図 2 に示すように CHARM を表示するアプリ

ケーションを実装したタブレット端末である．院内や帰宅後の自

宅など学習するための場所を選ばず，初心者でも扱いが容易

な Android OS 及び iOS 搭載の端末を利用している． 
タブレット端末特有のドラッグやピンチ操作によって，

CHARM の移動，拡大縮小を行うなど直感的な操作が可能とな

っている．また行為ノードや方式ノードをダブルタップすることに

よるノードの展開・縮約機能を備えており，ユーザは必要な粒度

で手順を参照することができる．さらに行為に関連する動画像

の表示機能も備えており，文章のみでは表現しにくい内容を補

完できる[笹嶋 12]． 
CHARM では，原則として，木構造の左側から右側に向かっ

て手順が時間順に並んでいる．また，木構造の根から葉のレベ

ルに向かって，手順の目的から具体的な手順へと記述内容が

変化する．このモードでは，ユーザは自分が知りたい手順が全

体の流れの中でどのあたりに位置するかを考え，表示されてい

る CHARM の見当をつけた位置に触れると，指先を中心にレン

ズのように拡大表示される．見たいノードを選択することで，その

ノードを中心とした表示に切り替わる． 

3.3 目的指向と順序指向の表示形式変換機能 
シミュレーション研修の性質を更に考察し，CHARM Pad に目

的指向と順序指向の 2 つの表示モードを実装した． 
順序指向の表示モードでは，看護師があらかじめ設定した順

序と方式どおりに看護手順を表示する．順序指向での表示形

式を考える際には従来の手順書を参考にした．従来の手順書

は横書きであることが多く，縦向きに読み進めていく．一方で，

シミュレーション研修で重要となる実行順序は CHARM では左

から右に流れていくため，従来の手順書とは読む方向が異なっ

ている．このことは学習者がツールを使う際の心理的障壁になり

うると考え，図 3 に示すように順序指向表示では縦向きに行為

の流れが表されるような表示形式にした． 
実装はタブレット端末を縦向きに持ち替えた場合に順序通り

に上から下に向けて手順が並ぶようなインタフェースとした(図
3b 参照)．その状態から横向きに持ちかえた場合には従来通り

木構造の CHARM を表示する(図 3a 参照)．これにより，順序指

向で学習したい学習者はタブレットを縦向きに持ち，従来通りの

 
図 2. CHARM Pad (目的指向表示モード) 
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手順書と同じ感覚で学習し，目的指向で学習したいと考えたと

きにはタブレットを横向きに持ち替えるだけで今まで閲覧してい

た手順的知識を目的指向で構造化された形に変形して学習を

続けることができる． 
実際の動作画面例を図 4 に示す．図 2 のような横向きの状

態から端末を縦向きに持ち変えることで，図 4 のような画面にな

り，表示中の CHARM を順序指向に変形したものが表示される．

画面左側に，学ぶべき手順が，一列になって表示されている． 

3.4 シミュレーション研修での想定利用イメージ 
心肺蘇生のシミュレーション研修を例に利用イメージを示す．

学習者は研修の事前学習として心肺蘇生法の一連の流れを順

序指向表示で確認する．その際に，例えば心肺蘇生の一部とし

て，カフを膨張させる行為があるが，その目的が気になった場

合には目的指向表示に切り替えることでカフを膨張させる行為

が気管と気管チューブの間の隙間をなくすことであるということ

を学べる．逆に目的指向表示で体系的に学習することもできる．

例えば換気するという目的を達成するには，バッグバルブマスク

利用方式やポケットマスク利用方式などいくつかの方式があるこ

とが分かる．ここで，目的指向表示から順序指向表示に表示を

切り替えることで，方式によって見渡しにくくなっていた全体の

流れを見渡すことが可能になり，換気する行為の全体の中での

位置づけを確認するといった学習もできる． 
そのような事前学習の後，シミュレーション研修を受ける．学

習者は事前学習で学習した流れを思い出しながら研修を進め

ていく．また，目的指向で学習した目的毎に適用可能な方式を

思い出して，研修中に出会う状況毎に適切な方式を選択し，実

行する．目的指向で構造化された知識にあらかじめ触れておく

ことで，研修中に目の前で行われている行為だけでなく，目的

を意識した行動も期待できる． 
研修後には，研修時の様子を動画で振り返りながら，

CHARM で目的等の確認を行う．例えば，研修時には慌ただし

く周りの指示に従って気管挿管をしただけで目的を意識するこ

とが出来ていなかったとしても，振り返りの際に CHARM を参照

することで時間をかけて空気の通り道を確保するという目的を確

認し，自分の経験と結び付けて知識を定着させることが期待で

きる．さらに，研修時には状況が異なっており使わなかった代替

方式が存在するといった周辺知識も同時に学ぶことができる． 

3.5 看護師研修現場への導入 
筆者らは大阪厚生年金病院における平成 24 年度 ICU 研修

(平成 24 年 6 月 4 日～平成 25 年 2 月 1 日)で CHARM Pad の

導入を行った．受講者は約 50 名であり，4，5 人ずつで構成さ

れた合計 12 グループが順に 3 週間ずつ，ICU で研修を受けた．

各グループの研修開始 1 週間前に，各受講生に CHARM Pad
を 1 台ずつ配布し，事前学習を行わせた．CHARM Pad には，

ICU 研修で履修する 34 の看護手順書から構築した 54 の

CHARM，看護手順書を PDF 形式に変換したものが搭載され，

受講者は教育担当の主任看護師から指示を受けて予習と復習

に CHARM Pad を利用した． 
ICU 研修には心肺蘇生に関するシミュレーション研修も含ま

れており，その際には受講生のビデオ撮影と振り返り学習を行

っている．受講生が胸骨圧迫やバッグバルブマスクによる酸素

投与などをシミュレートする様を録画し，その場で，各人の

CHARM Pad でその動画を見られるようにして返却している．既

に振り返り学習を実施したグループでは，実習の直後に

CHARM Pad を見て各自の動きを振り返り，胸骨を押した深さや

リズムを確認する行動がみられた． 
上記の研修現場からは，インタフェースデザインと教材内容

の両方に対して，いくつかのフィードバックが得られた．また，新

人看護師の指導にあたった看護師長，主任看護師らと，研修に

参加した新人看護師からのインタビューを行っており，現在，そ

のデータの分析と，CHARM Pad の洗練を継続して進めている． 

3.6 看護師のキャリアと CHARM Pad による教育支援 
一般に，看護師の教育は段階的に行われる．例えば大阪厚

生年金病院では，クリニカルラダーと呼ばれる教育目標の段階

的な設定に沿った形で，新人看護師からベテランまで一貫して

教育している[大阪厚生年金病院ラダー]．前述したとおり，新人看

護師は手順中心に教育され，上位ラダーの看護師は目的志向

で看護手順の体系を学ぶ必要がある．  
CHARM Pad が，従来の教科書など書籍型の知識表現，

CHARM による順序指向の知識表現，体系化された目的指向

の知識表現をどのように関連付けているかを図 5 に示す． 
従来の書籍型の知識表現では対象となる知識が順に並べら

れており，学習者はページを順に読み進めることでそれを学ぶ

(図 5 の(1))．CHARM Pad の順序指向表現(図 5 の(2))を構成

する個々の手順は，その根拠となる教科書のページとリンクされ

ており，ラダー1 の新人看護師のように手順中心に学びたい学

習者は簡単な操作で手順と教科書を交互に閲覧することが出

来る．最後に，手順指向の表示の右には目的志向の知識表現

が表示されており(図 5(3))，手順指向の表示とリンクされている．

ドラッグあるいはノードを選択してジャンプすることで，両者を行

き来することが出来る． 
言い換えると，CHARM Pad は，従来の教科書，新人看護師

が学ぶことを支援する手順指向の知識，ベテラン看護師が必要

とする目的志向の知識をシームレスに切り替えて表示すること

が可能なインタフェースであり，新人看護師からベテラン看護師

まで一貫した教材で学ぶことを支援することが可能である． 

 
a.目的指向表示     b.順序指向表示 

図 3.目的指向と順序指向の形式変換(概念図) 
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4. 今後の予定 
肥大化が進むマニュアルは読みにくいものの，そこには必要

な知識が詰まっている．それらを再構成し適切に見せる仕組み

を用意することによって，マニュアルを活用することが可能となる． 
今年度，看護教育の分野では，引き続き大阪厚生年金病院

での新人看護師教育にて CHARM Pad を利用した研修を行う

ことが決定している． 
加えて 2 つの大学の看護学科における教育に CHARM Pad

を導入する予定である．そのうちの 1 つは演習および病院での

実習を伴う看護学科でのフィジカルアセスメントに関する教育で

あり，教科書による講義，講義で学んだことをシミュレーションす

る演習，演習の成果を実際の病院で確認する実習，の三つの

教育におけるギャップを埋めるために CHARM Pad を導入し，

効果の測定と，インタフェースの改良を引き続き行う． 
また，提案枠組みは，医療分野のみに特化された方法では

ない．例えば，工業製品や機械など，マニュアルを高度化すべ

き対象は様々な分野にあり，現在，いくつかの具体的事例につ

いて適用可能性を検討している． 
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図 5. 3 種類の知識をシームレスに行き来可能な CHARM Pad のインタフェース 
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